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大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
第
46
号
（
二
〇
〇
九
） 

  
 
 

璉
珹
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査 

２ 

  
 

要
旨 

  

佐
久
間 

貴 

士 

堀 
 
 
 
 

裕 

荒 

武 

賢
一
朗 

 

本
論
は
璉
珹
寺
総
合
学
術
調
査
の
二
〇
〇
八
年
度
の
概
要
報
告
で
あ
る
。
昨
年

度
ま
で
の
概
要
報
告
は
『
論
集
』
第
45
号
に
掲
載
し
た
。 

 

堀
裕
は
、
江
戸
時
代
に
写
さ
れ
た
『
璉
城
寺
縁
起
写
本
』
の
書
き
込
み
や
、
無

名
山
人
撰
の
『
璉
城
寺
紀
』
が
共
に
、
延
享
二
・
三
年
（
一
七
四
五
・
六
）
に
書

か
れ
て
お
り
、
璉
珹
寺
中
興
の
僧
実
啓
と
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。 

 

荒
武
賢
一
朗
は
古
文
書
整
理
作
業
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
本
年
度
は

三
百
点
の
調
書
を
作
成
し
、
全
体
の
７
割
の
調
書
が
で
き
た
。
ま
た
デ
ー
タ
ー
ベ

ー
ス
化
も
開
始
し
た
。
文
書
は
住
職
家
の
「
下
間
家
文
書
」
と
、
寺
に
伝
わ
る

「
璉
珹
寺
文
書
」
に
大
別
さ
れ
る
。
荒
武
は
「
下
間
家
文
書
」
の
概
要
を
報
告
し
、

西
本
願
寺
の
有
力
な
坊
官
で
あ
っ
た
下
間
家
の
幕
末
か
ら
明
治
期
の
諸
活
動
を
報

告
し
て
い
る
。 

 

佐
久
間
は
発
掘
調
査
の
概
要
報
告
で
あ
る
。
本
年
度
新
た
に
第
４
区
を
設
定
し
、

約
一
四
㎡
を
発
掘
し
た
。
近
現
代
の
盛
土
を
除
去
す
る
と
、
調
査
区
西
端
で
東
西

に
石
列
が
発
見
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
再
建
の
本
堂
が
建
つ
現
在
の
地
面
と
ほ
ぼ
同

じ
高
さ
に
あ
る
。
寺
の
敷
地
の
東
側
に
は
江
戸
時
代
に
土
塀
が
あ
っ
た
。
石
列
は

土
塀
か
ら
約
１
ｍ
離
れ
て
平
行
し
て
並
ん
で
い
た
。
石
列
の
設
置
年
代
は
江
戸
時

代
か
ら
近
代
と
推
定
さ
れ
る
が
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。
第
４
区
の
調
査
は
来

年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。 

 

は
じ
め
に 

 

奈
良
市
西
紀
寺
町
45
に
あ
る
璉
珹
寺
の
総
合
学
術
調
査
は
二
〇
〇
八
年
度
で
四

年
目
で
あ
る
。
璉
珹
寺
は
奈
良
時
代
に
行
基
が
創
建
し
、
平
安
時
代
に
紀
有
常
が
再

興
し
た
と
璉
珹
寺
所
蔵
の
『
璉
城
寺
縁
起
』
は
伝
え
て
い
る
。
総
合
調
査
の
目
的
は

璉
珹
寺
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
古
文
書
調
査
・
発
掘
調
査
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
。 

 

総
合
調
査
は
日
本
文
化
史
学
科
と
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
の
共

同
事
業
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
文
化
史
学
科
で
は
、
昨
年
度
か
ら
授
業
と
し

て
取
り
入
れ
て
い
る
。
本
年
度
は
三
回
生
を
対
象
に
「
地
域
歴
史
総
合
研
究
」
「
日

本
文
化
総
合
研
究
」
の
科
目
で
あ
る
。
調
査
指
導
は
本
学
の
教
員
が
当
た
り
、
調
査

は
本
学
学
生
・
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
・
璉
珹
寺
友
の
会
な
ど
の
市
民
の
協
力
を

え
て
実
施
し
て
い
る
。 

ま
た
二
〇
〇
八
年
度
は
本
大
学
の
特
別
研
究
助
成
費
の
交
付
を
受
け
た
。
特
別
研

究
費
の
交
付
は
今
年
で
三
年
目
で
あ
る
。 
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一 

調
査
の
経
緯
と
調
査
体
制 

（
一
）
調
査
の
経
過 

古
文
書
調
査
は
「
下
間
家
文
書
」
と
「
璉
珹
寺
文
書
」
に
分
け
て
調
書
を
作
成
し
て

い
る
。 

璉
珹
寺
は
法
相
宗
・
浄
土
宗
・
天
台
宗
と
変
遷
し
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
一
九
）

に
住
職
と
し
て
下
間
玄
恵
が
入
り
、
浄
土
真
宗
と
な
っ
た
。
下
間
家
の
祖
先
は
初
め

親
鸞
上
人
に
仕
え
、
戦
国
時
代
に
は
武
将
と
し
て
活
躍
し
、
江
戸
時
代
に
は
本
願
寺

の
有
力
な
坊
官
を
多
数
輩
出
し
た
。
玄
恵
家
は
そ
の
内
の
宮
内
卿
家
と
呼
ば
れ
た
家

系
で
、
西
本
願
寺
に
仕
え
た
。
そ
の
た
め
璉
珹
寺
に
は
江
戸
時
代
天
台
宗
で
あ
っ
た

時
期
の
璉
珹
寺
の
古
文
書
と
、
下
間
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。

古
文
書
調
査
は
「
下
間
家
文
書
」
か
ら
開
始
し
、
五
箱
あ
る
内
の
八
割
の
調
書
を
作

成
し
た
。
ま
た
今
年
か
ら
「
璉
珹
寺
文
書
」
の
調
書
作
成
に
着
手
し
た
。 

発
掘
調
査
は 

二
〇
〇
五
年
度
に
第
１
区
（
四
㎡
）
、
第
２
区
（
三
㎡
）
、
二
〇

〇
六
・
二
〇
〇
七
年
度
に
第
３
区
（
一
五
㎡
）
を
調
査
し
、
二
〇
〇
八
年
度
は
第
４

区
（
一
四
㎡
）
を
調
査
中
で
あ
る
。
調
査
区
の
大
半
は
近
現
代
の
盛
土
や
ご
み
穴
で

あ
っ
た
が
、
第
３
区
で
室
町
時
代
の
遺
物
包
含
層
（
或
い
は
溝
）
を
確
認
し
、
第
４

区
で
江
戸
時
代
或
い
は
近
代
の
石
列
を
確
認
し
て
い
る
。 

遺
物
量
は
コ
ン
テ
ナ
で
第
１
区
一
箱
、
第
２
区
二
箱
、
第
３
区
二
五
箱
、
第
４
区

一
九
箱
で
あ
る
。
遺
物
と
の
種
類
は
古
墳
時
代
と
奈
良
時
代
か
ら
近
代
ま
で
の
す
べ

て
の
時
代
を
含
ん
で
い
る
。
奈
良
時
代
の
瓦
は
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
璉
珹
寺
が

奈
良
時
代
創
建
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
二
）
調
査
体
制 

調
査
組
織
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

璉
珹
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
団 

代
表 

 
 

佐
久
間
貴
士 

教
授 

 
 
 

考
古
学 

調
査
指
導 

堀
裕 

 
 
 

准
教
授 

 
 

古
代
史 

 
 
 
 
 
 

長
谷
川
伸
三 

非
常
勤
講
師 

近
世
史 

 
 
 
 
 
 

荒
武
賢
一
朗 

非
常
勤
講
師 

近
世
史 

 
 
 
 
 
 

中
村
直
人 

 

非
常
勤
講
師 

中
世
史 

 

調
査
参
加
者
（
一
回
生
）
牛
尾
晴
江
・
浜
本
聡
美 

（
二
回
生
）
西
奥
明
香
・
丸
太
弥
佳 

（
三
回
生
）
荒
井
淳
子
・
尾
崎
悠
・
片
岡
舞
子 

 

川
合
陽
子
・
北
窪
佐
知
・
妹
尾
千
晶
・
竹
田
温
美 

 

戸
田
千
尋
・
俵
谷
有
香
・
水
嶋
文
香
・
吉
本
絵
梨
花 

（
四
回
生
）
石
川
有
賀
・
大
西
ま
ど
か
・
川
畑
輝
恵 

 

小
嶋
京
子
・
小
嶋
千
尋
・
西
田
桂
子
・
浜
本
智
代 

 

日
野
美
香
・
吉
田
梓
乃 

（
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
）
猪
狩
明
浩
・
石
田
有
美 

 

宇
古
・
熊
野
悟
・
北
野
慎
二
・
冨
田
晋
吾
・
西
澤
渉 

 

浜
口
雄
太
・
藤
本
順
平
・
和
田
拓
実 

（
璉
珹
寺
友
の
会
・
地
域
住
民
）
下
間
景
甫
住
職 

 

一
箭
忠
三
・
一
箭
雅
宜
・
子
安
美
沙
子
・
徳
田
裕
英 

 

徳
田
絹
江
・
徳
田
菜
穂
子
・
野
尻
幸
男
・
牟
田
口
淳 

 
小
林
祥
浩 
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第
４
次
の
調
査
期
間
は
二
〇
〇
八
年
八
月
三
〇
日
か
ら
九
月
八
日
で
、
八
月
三

〇
・
三
一
日
は
機
材
の
搬
入
を
行
い
、
実
際
の
調
査
は
九
月
一
日
か
ら
行
っ
た
。
九

月
七
日
は
休
日
と
し
た
。 

 

二 

『
璉
城
寺
縁
起
』
写
本
と
そ
の
書
込
み
に
つ
い
て 

 

現
在
、
璉
珹
寺
（
現
在
の
寺
号
は
「
璉
珹
寺
」
と
す
る
）
に
は
、
『
璉
城
寺
縁

起
』
（
一
巻
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
み
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
編
纂
さ
れ
た
時

期
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
上
限
は
、
『
璉
城
寺
縁
起
』
に
、
虎
関
師
錬
の

『
元
亨
釈
書
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
で
あ
り
、

下
限
は
、
村
井
古
道
の
『
奈
良
坊
目
拙
解
』
が
『
璉
城
寺
縁
起
』
を
引
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
享
保
二
〇
年
（
一
七
五
〇
）
と
な
る
。
そ
の
編
纂
時
期
は
、
お
そ
ら
く

中
世
後
期
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
改
め
て
報
告
し
た
い
。 

今
年
度
の
調
査
の
中
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
近
世
に
お
い
て
右
縁
起
を
写
し

た
と
み
ら
れ
る
『
璉
城
寺
縁
起
』
写
本
（
以
下
、
『
縁
起
写
本
』
と
す
る
）
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
『
縁
起
写
本
』
に
は
、
外
題
・
内
題
と
も
に
な
く
、

冒
頭
が
ほ
ぼ
二
行
欠
落
し
て
い
る
も
の
の
、
軸
を
付
け
、
裏
打
ち
さ
れ
る
な
ど
大
切

に
伝
え
ら
れ
て
き
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
朱
筆
に
よ
る
返
り
点
や
、
読
み

仮
名
、
送
り
仮
名
、
墨
筆
に
よ
る
書
き
込
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
墨
書
に

よ
る
あ
る
書
込
み
に
注
目
し
て
報
告
し
た
い
。 

そ
の
書
き
込
み
と
は
、
『
縁
起
写
本
』
に
、
五
箇
所
に
わ
た
っ
て
、
縁
起
本
文
に

記
さ
れ
た
年
、
た
と
え
ば
「
天
平
十
七
年
」
が
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
、
な
い

し
三
年
ま
で
何
年
経
過
し
て
い
る
の
か
を
墨
筆
で
書
き
込
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

延
享
二
、
三
年
と
は
い
か
な
る
年
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
（
寺
誌
叢
書
第
三
）
に
は
、
『
璉
城
寺
紀
』

（
一
巻
）
と
題
す
る
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
同
じ
内
容
を
掲
載
す
る
東
京
芸

術
大
学
図
書
館
所
蔵
『
璉
城
寺
縁
起

並
崇
道
天

王
社
御
神

』
（
一
冊
）
を
実
見
す
る
機
会
を
得
、
写

本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
） 

こ
の
『
璉
城
寺
紀
』
の
内
容
は
、
璉
珹
寺
所
蔵
の
『
璉
城
寺
縁
起
』
と
は
異
な
り
、

ほ
ぼ
『
奈
良
坊
目
拙
解
』
の
該
当
部
分
を
写
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
奥
書
は
『
縁
起
写
本
』
の
墨
書
書
き
込
み
と
関
連
し
て
お
り
興
味
深
い
（
以
下

の
傍
線
は
堀
）
。 

 
 
 

右
、
紀
寺
郷
璉
珹
寺
縁
起
並
紀
寺
崇
道
天
皇
神
社
縁
起
者
、
享
保
年
中
今
出

河
又
斎
老
人
所
被
著
述
焉
。
蓋
璉
珹
寺
開
基
及
中
興
来
由
等
、
未
詳
全
篇
乎
。

案
号
紀
寺
者
、
平
城
御
宇
自
高
市
郡
引
徙
而
紀
氏
之
寺
院
無
疑
乎
。
号
璉
珹

寺
者
、
後
世
所
造
立
之
而
崇
道
天
皇
神
祠
之
神
宮
寺
別
当
之
梵
宇
無
疑
乎
。

竊
按
、
載
于
元
亨
釈
書
璉
城
寺
其
初
可
在
於
山
村
八
嶋
本
宮
地
乎
。
後
世
移

建
于
南
都
紀
寺
郷
。
処
不
有
莫
其
謂
矣
。
頃
日
璉
珹
寺
現
住
沙
門
、
須
以

古
・
新
伝
来
縁
起
勘
考
之
旨
、
因
及
再
三
、
暫
令
新
縁
起
書
写
訖
。
尚
校
合

他
説
・
異
本
等
而
為
編
輯
矣
。 

延
享
三

丙 

 

寅

歳
九
月
下
浣
日 

 
 

 
 
 
 
 
 

無
名
山
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
十
六
歳
書
写 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□

〔
印
面
ヲ
示
ス
〕

□

〔
印
面
ヲ
示
ス
〕 

 

こ
の
奥
書
の
筆
者
で
あ
る
「
無
名
山
人
」
は
、
璉
珹
寺
所
蔵
『
璉
城
寺
縁
起
』
を
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「
古
」
「
伝
来
縁
起
」
と
し
、
『
奈
良
坊
目
拙
解
』
の
記
述
を
「
新
縁
起
」
と
称
し

て
い
る
。
そ
の
上
で
「
璉
珹
寺
現
住
沙
門
」
が
、
「
無
名
山
人
」
に
対
し
て
、

「
古
・
新
伝
来
縁
起
」
を
「
勘
考
」
す
る
よ
う
に
「
再
三
」
求
め
た
た
め
、
「
無
名

山
人
」
は
「
新
縁
起
」
（
つ
ま
り
『
奈
良
坊
目
拙
解
』
の
記
述
）
を
書
写
さ
せ
、
こ

の
『
璉
城
寺
紀
』
を
完
成
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
奥
書
の
日
付
が

「
延
享
三
年
」
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
今
注
目
す
る
『
縁
起
写
本
』
の
書
込
み
の
主
体
を
考
え
れ
ば
、

そ
れ
は
「
現
住
沙
門
」
も
し
く
は
「
無
名
山
人
」
の
可
能
性
が
高
い
。
と
こ
ろ
で
、

野
尻
幸
男
氏
と
長
谷
川
伸
三
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
「
現
住
沙
門
」
は

実
啓
で
あ
り
、
璉
珹
寺
の
近
世
中
興
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
璉
珹

寺
の
中
興
に
あ
た
り
、
寺
の
由
来
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
縁
起
へ
の
関
心

や
検
討
が
進
ん
だ
結
果
、
縁
起
写
本
へ
の
書
込
み
が
な
さ
れ
、
「
古
・
新
」
縁
起
の

「
勘
考
」
も
同
時
に
行
わ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
当
該
期
の
璉
珹
寺
中
興
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
、
後
日
公
表
さ
れ
る

長
谷
川
伸
三
氏
等
の
考
察
を
俟
ち
た
い
。 

 

三 

古
文
書
整
理
作
業
の
状
況 

 

前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
璉
珹
寺
所
蔵
の
古
文
書
は
「
璉
珹
寺
文
書
」
と
「
下

間
家
文
書
」
に
大
別
で
き
る
が
、
今
年
度
調
査
も
引
き
続
き
「
下
間
家
文
書
」
を
中

心
に
整
理
作
業
を
進
め
た
。 

 

内
容
調
書
の
作
成
は
、
前
年
度
ま
で
未
着
手
で
あ
っ
た
「
下
間
家
三
」
（
六
七

点
）
の
全
点
、
お
よ
び
「
下
間
家
四
」
（
約
三
〇
〇
点
）
の
八
割
近
く
ま
で
終
了
し

た
。
今
回
三
〇
〇
点
近
く
の
調
書
が
新
た
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
下
間
家
文
書
の
五
箱
す
べ
て
に
調
書
作
成
が
及
び
、
全
体
の
七
割
程
度
ま
で
基

礎
作
業
が
完
了
し
た
。
今
回
の
該
当
史
料
に
は
、
下
間
家
の
由
緒
書
・
系
図
に
関
わ

る
も
の
と
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
書
状
・
は
が
き
類
な
ど
が

多
数
を
占
め
る
。
そ
の
な
か
で
新
た
な
事
実
の
発
見
も
、
奮
闘
す
る
調
査
参
加
者
に

と
っ
て
喜
ば
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
下
間
頼
和
の
長
女
「
お
陽
」
（
後

述
の
下
間
玄
恵
の
姉
に
あ
た
る
）
は
幕
末
期
に
幕
府
京
都
代
官
・
角
倉
与
一
家
に
嫁

い
で
い
る
が
、
今
回
そ
の
婚
儀
に
関
わ
る
書
類
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
の
成
果
を
得
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
新
出
史
料
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
こ
の
史
料
群
の
性

格
を
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
今
年
度
調
査
で
は
、
内
容
調
書
の
作
成
と
平
行
し
て
文
書
目
録
の
完
成
に
向

け
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
（
同
時
に
調
書
の
点
検
も
兼
ね
る
）
も
開
始
し
た
。
こ
の
作

業
は
、
「
下
間
家
一
」
（
六
〇
点
）
の
全
点
と
、
「
下
間
家
二
」
（
約
三
六
〇
点
）

の
う
ち
「
玄
恵
師
関
係
」
（
一
七
一
点
）
の
三
割
程
度
ま
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
下
、
そ
の
成
果
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。 

 

◎
「
下
間
家
一
」
の
概
要 

 

「
下
間
家
一
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
点
検
作
業
は
今
回
で
終
了
し
た
。
年
代
的

に
は
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
か
ら
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
に
か
け
て
の

文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
昭
和
四
一
年
と
あ
る
の
は
、
新
聞
記
事

（
「
西
本
願
寺
北
能
舞
台
は
徳
川
家
康
の
建
立
」
）
の
切
り
抜
き
一
点
の
み
で
、
こ

の
文
書
箱
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
の
史
料
が
大
部
分
を
占
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め
る
。
内
容
か
ら
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
①
西
本
願
寺
か
ら
の
通
達
・
宗
派
関
係
、

②
教
義
関
係
、
③
書
状
類
、
④
金
銭
貸
借
関
係
、
⑤
和
歌
・
謡
曲
・
書
籍
、
な
ど
に

区
分
さ
れ
る 

 

①
に
は
、
前
号
で
述
べ
た
「
石
田
小
右
衛
門
出
播
に
つ
き
覚
」
（
文
書
番
号
一
、

以
下
番
号
の
み
を
記
載
）
の
ほ
か
、
西
本
願
寺
宗
主
か
ら
の
御
染
筆
を
写
し
た
「
別

段
御
書
下
ケ
御
染
筆
之
写
」
（
五
一
）
、
院
号
・
法
名
を
授
け
ら
れ
た
際
、
下
間
仲

潔
が
西
本
願
寺
に
宛
て
た
文
書
の
写
し
「
院
号
法
名
御
染
筆
御
頂
戴
に
つ
き
書
上
」

（
二
九
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
西
本
願
寺
が
隠
居
中
の
「
下
間
新
法
印
」
に
勤
務

を
命
じ
た
「
下
間
新
法
印
隠
居
な
が
ら
堂
勤
仰
付
に
つ
き
御
達
書
」
（
一
六
）
、
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
月
作
成
さ
れ
た
下
間
家
の
家
祖
で
あ
る
蓮
位
坊
の
六
百
回

遠
忌
に
つ
い
て
の
「
委
任
証
」
（
五
七
）
な
ど
、
宗
派
と
下
間
家
の
関
係
を
示
す
書

類
も
特
徴
的
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
有
吉
市
左
衛
門
と
い
う
人
物
か
ら
下
間

大
蔵
卿
に
宛
て
た
「
書
状
」
（
五
六
）
で
は
、
有
吉
が
御
門
主
様
（
宗
主
）
か
ら
御

書
を
拝
領
し
た
御
礼
を
述
べ
て
あ
り
、
下
間
家
が
担
っ
た
「
取
次
」
の
実
務
を
窺
わ

せ
る
内
容
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

②
の
教
義
関
係
に
は
、
作
成
年
代
が
不
明
で
あ
る
が
「
護
身
法
（
浄
三
業
・
仏
部

三
昧
耶
・
蓮
華
部
三
昧
耶
・
金
剛
部
三
昧
耶
）
」
（
三
一
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。 

 

③
の
書
状
類
は
、
下
間
家
の
交
際
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
で
、
ま
た
実
に
多
彩

な
人
的
諸
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
宗
派
内
部
の
人
々
と
の
日
常
的
な
連
絡
も
多

い
が
、
本
務
を
離
れ
た
私
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、

「
栄
以
」
な
る
人
物
か
ら
下
間
家
に
届
け
ら
れ
た
芝
居
見
物
の
誘
い
を
伝
え
る
「
書

状
」
（
一
七
）
、
下
間
源
三
郎
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
茶
道
裏
千
家
・
千
宗

室
の
返
答
が
述
べ
ら
れ
た
「
書
状
」
（
四
二
）
な
ど
が
存
在
す
る
。 

 

④
に
つ
い
て
は
、
下
間
家
、
西
本
願
寺
双
方
に
関
係
す
る
文
書
の
混
在
が
指
摘
で

き
る
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
年
末
か
ら
翌
九
年
の
正
月
に
か
け
て
交
渉
が

進
め
ら
れ
た
彦
根
在
住
の
小
野
田
小
一
郎
、
江
坂
久
蔵
両
名
と
の
貸
借
関
係
が
認
め

ら
れ
る
（
七
・
一
九
・
三
四
・
三
五
・
五
五
）
。 

 

⑤
で
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
に
「
松
舞
」
と
い
う
人
物
が
呈
上
し
た

「
釋
貞
寿
霊
前
江
手
向
（
和
歌
七
首
書
上
）
」
（
二
三
）
、
下
間
頼
和
の
作
で
あ
る

「
春
頼
旧
（
和
歌
二
首
書
上
）
」
（
一
五
）
、
同
じ
く
「
和
歌
五
首
書
上
」
（
五

四
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
作
成
の
年
代
は
定
か
で
な
い
が
、
謡
曲
「
羽
衣
」
の

写
本
（
二
〇
・
二
二
）
が
二
冊
確
認
で
き
る
。
書
籍
で
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
京

都
の
地
誌
「
京
羽
二
重
大
全
」
（
三
六
）
も
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。 

 

◎
「
下
間
家
二
」
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
終
了
分
の
み
） 

 

「
下
間
家
二
」
の
入
力
・
点
検
作
業
は
、
幕
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
ま

さ
に
激
動
の
時
代
を
生
き
た
下
間
玄
恵
（
玄
慧
、
頼
恭
）
に
関
す
る
「
玄
恵
師
関

係
」
か
ら
着
手
し
た
。
玄
恵
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十
三

年
（
一
九
〇
〇
）
に
死
去
し
て
い
る
が
、
今
回
作
業
を
進
め
た
文
書
（
五
五
点
）
は

そ
の
後
半
生
に
あ
た
る
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
か
ら
同
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

に
か
け
て
の
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
玄
恵
に
寄
せ
ら
れ

た
書
状
・
は
が
き
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
書
状
や
は
が
き
は
、
下
間
家
一
統
、
お
よ
び
京
都
在
住
の
西
本
願
寺
関
係

者
の
ほ
か
、
東
京
築
地
の
本
願
寺
別
院
に
い
る
正
木
新
吾
、
長
谷
川
楚
教
な
ど
か
ら
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の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
京
都
や
東
京
以
外
に
も
、
富
山
・
神
戸
・
広
島
・
長
崎
な

ど
の
寺
院
（
僧
侶
）
か
ら
送
ら
れ
て
い
る
書
状
類
も
存
在
す
る
。
具
体
的
な
内
容
と

し
て
は
、
日
常
的
な
宗
務
に
関
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
年
賀
状
な
ど
時
候
の
挨
拶
や

近
況
報
告
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
宛
先
と
な
る
玄
恵
の
所
在

地
（
居
所
）
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
作
業
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
一
九

年
（
一
八
八
六
）
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
郵
便
物
は
京
都
東
山
の
西
大
谷
輪
番

所
、
以
後
は
京
都
市
下
京
区
大
宮
通
り
花
屋
町
下
る
（
西
本
願
寺
付
近
）
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
住
所
の
移
動
は
、
明
治
維
新
以
降
に
お
け
る
玄
恵
の
実
務
を

探
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
作
業
で
も
丹
念
に
追
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。 

  

次
年
度
は
、
「
下
間
家
二
」
と
「
下
間
家
四
」
の
二
箱
で
残
っ
て
い
る
内
容
調
書

の
作
成
、
「
下
間
家
二
」
以
降
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・
点
検
作
業
を
引
き
続
き
お
こ

な
っ
て
い
き
た
い
。
と
く
に
「
下
間
家
二
」
の
未
着
手
文
書
に
は
、
前
号
で
紹
介
し

た
石
田
小
右
衛
門
と
密
接
だ
と
思
わ
れ
る
「
山
崎
書
類
」
が
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る

発
見
が
期
待
で
き
よ
う
。
加
え
て
、
調
査
の
初
年
度
か
ら
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て
い

る
文
書
の
解
読
作
業
も
同
時
に
手
掛
け
、
璉
珹
寺
所
蔵
古
文
書
全
体
の
具
体
的
分
析

に
着
手
す
る
方
針
で
あ
る
。 

 

四 

二
〇
〇
八
年
度
発
掘
調
査
の
概
要 

 

本
年
度
は
寺
の
敷
地
の
東
側
（
本
堂
の
裏
）
、
第
３
区
の
北
側
に
隣
接
し
て

第
４
区
を
設
定
し
た
。
東
西
二
．
五
ｍ
、
南
北
五
．
五
ｍ
、
約
一
四
㎡
で
あ
る
。

こ
こ
は
寺
の
本
堂
の
敷
地
か
ら
六
〇
か
ら
七
〇
㎝
高
く
、
新
墓
地
の
予
定
地
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
点
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
江
戸
時
代
に
は
本
堂
敷
地

と
同
じ
か
、
わ
ず
か
に
（
一
〇
㎝
程
度
）
高
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
こ
の
高
ま
り
は
近
代
以
降
の
盛
土
と
平
成
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、

新
墓
地
造
成
に
よ
っ
て
さ
ら
に
盛
土
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
が
造
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。
本
年
度
の
調
査
は
、
こ
の
盛
土
を
除
去
し
、
盛
土
下
の
旧
表

土
を
除
去
し
て
遺
物
を
採
集
し
た
。
土
層
は
大
き
く
第
１
層
（
昭
和
六
〇
年
代

か
ら
平
成
の
盛
土
及
び
旧
表
土
）
、
第
２
層
（
近
代
か
ら
昭
和
六
〇
年
代
ま
で

の
盛
土
）
で
あ
る
。
こ
の
盛
土
に
は
多
量
の
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。
第
２
層

は
さ
ら
に
上
層
・
下
層
に
分
か
れ
る
。
上
層
は
昭
和
五
〇
年
代
以
降
の
盛
土
、

下
層
は
そ
れ
以
前
の
盛
土
で
明
治
の
遺
物
を
含
ん
で
い
る
。 

 

厚
さ
七
〇
か
ら
八
〇
㎝
の
盛
土
及
び
旧
表
土
を
剥
ぐ
と
、
調
査
区
東
側
の
壁

際
で
石
列
１
を
発
見
し
た
（
写
真
１
）
。
調
査
期
間
が
残
り
少
な
い
の
で
、
本

年
度
は
こ
こ
で
掘
り
下
げ
を
中
断
し
た
。 

（
ａ
）
遺
構 

 

石
列
１
（
写
真
２
） 

石
の
上
面
は
地
表
下
約
七
〇
㎝
で
あ
る
。
上
部
を
第

２
層
下
層
が
覆
っ
て
い
る
。
石
は
二
〇
㎝
大
の
河
原
石
で
西
側
に
面
を
そ
ろ
え

て
、
南
北
に
並
ん
で
い
る
。
こ
の
石
列
の
約
一
ｍ
東
側
が
隣
地
と
の
地
境
で
あ

る
。
こ
の
地
境
は
現
在
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
が
造
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
後
は

ト
タ
ン
塀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
土
塀
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
地
境
は
江
戸
時
代
中
期
（
一
八
世
紀
）
に
は
す
で
に
存
在
し
た
。
本
年

度
調
査
し
た
「
璉
珹
寺
文
書
」
か
ら
江
戸
時
代
中
期
と
推
定
さ
れ
る
寸
法
入
り



写真１ 第４区全景(掘削途中)右に石列１ 
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の
境
内
図
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
境
内
敷
地
の
形
状
が
江
戸
時

代
中
期
に
は
確
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
地
境
に
は
「
塀
」
が
描

か
れ
、
東
北
隅
に
「
木
戸
」
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
列
１
は
塀
に
沿
っ
て
並
ぶ
区
画
石
で
、
塀
際

の
植
栽
を
区
画
し
て
い
た
の
で
は
」
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。 

                 

                     

璉
珹
寺
発
掘
調
査
位
置
図
（
縮
尺
一
／
二
五
〇
〇
、
上
が
北
） 

④

② 

① 

③
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（
ｂ
）
遺
物 

 
遺
物
の
出
土
量
は
コ
ン
テ
ナ
一
九
箱
で
あ
る
。
特
に
第
２
層
下
部
か
ら
集
中

的
に
瓦
が
出
土
し
た
。
奈
良
時
代
の
瓦
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
第
４
区
の
遺

物
は
未
整
理
だ
が
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
今
回
は
特
に
安
土
桃
山
か
ら

江
戸
時
代
初
期
の
軒
平
瓦
や
Ｂ
コ
ビ
キ
痕
の
あ
る
丸
瓦
が
出
土
し
、
こ
の
時
期

に
屋
根
瓦
の
補
修
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
た
。 

古
墳
時
代 

須
恵
器 

奈
良
時
代 

瓦 

平
安
時
代 

瓦
・
中
国
白
磁 

鎌
倉
時
代 

瓦
・
中
国
青
磁 

室
町
時
代 

瓦
・
中
国
青
磁
・
陶
器 

安
土
桃
山
時
代 

瓦 

江
戸
時
代 

 
 

瓦
・
土
器
・
陶
磁
器
・
寛
永
通
宝 

近
代 

 
 
 
 

瓦
・
陶
磁
器 

 

お
わ
り
に 

 

今
年
雨
が
多
く
、
調
査
期
間
中
丸
一
日
外
で
調
査
で
き
た
の
は
２
日
だ
け
だ

っ
た
。
し
か
し
待
望
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
境
内
図
の
発
見
も
あ
っ
て
。
来
年

度
以
降
の
調
査
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。 

最
後
に
い
つ
も
な
が
ら
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
下
間
景
甫
住
職

に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
「
璉
珹
寺
友
の
会
」
の
皆
様
と
地
元
の
方

に
は
調
査
参
加
の
み
な
ら
ず
、
テ
ン
ト
の
設
営
や
食
事
の
調
理
を
す
べ
て
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
の
小
林
祥
浩
さ
ん
に
は
飲
み
物
の
差
し
入
れ
を
度
々

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
本
学
学
生
と
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
の
学
生
・
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
暑
い

夏
を
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

（
付
記
） 

 

執
筆
分
担
は
、
は
じ
め
に
・
一
節
・
四
節
・
お
わ
り
に
が
佐
久
間
、
二
節
が

堀
、
三
節
が
荒
武
で
す
。 

 

本
研
究
は
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
平
成
十
九
・
二
〇
（
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇

八
）
年
度
特
別
研
究
助
成
費
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 


